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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信の方法であって、
　初期アクセスプロシージャに基づいてセルとの接続を確立することと、
　前記接続を利用して、間欠送信サイクルと肯定応答スケジュールとを備える定期送信ス
ケジュールを構成することと、
　前記間欠送信サイクルのスリープ間隔中に前記セルと通信することを控えることと、
　前記定期送信スケジュールに従って、および前記初期アクセスプロシージャに少なくと
も部分的に基づいて、前記スリープ間隔の後に前記セルにデータを送信することと、ここ
において、前記定期送信スケジュールが、前記ＵＥの識別情報（ＩＤ）とフレームインデ
ックスとに基づいて前記ＵＥに関連し、前記ＩＤが、限られた時間の間前記ＵＥに割り当
てられ、前記限られた時間が満了した後に別のＵＥによって再利用可能である、を備える
、方法。
【請求項２】
　前記肯定応答スケジュールに基づいて前記送信されたデータのための肯定応答を受信す
ることと、
　前記定期送信スケジュールおよび前記肯定応答に基づいて後続のスリープ間隔中に低電
力モードに入ることとをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記定期送信スケジュールに基づいて前記セルとデータを交換することより前に高電力
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モードに入ることをさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記肯定応答スケジュールに基づいて、前記送信されたデータのための肯定応答が受信
されていないと決定することと、
　前記肯定応答が受信されていないという前記決定に応答して、第２のアクセスプロシー
ジャに基づいて第２の接続を確立することと、
　前記第２の接続を使用して前記データを再送信することとをさらに備える、請求項１に
記載の方法。
【請求項５】
　前記セルと通信することを控えることが、
　ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）プロシージャをバイパスすることを備える、請
求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記セルと通信することを控えることが、
　前記セルからの制御チャネル情報を復号することを控えることを備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項７】
　前記定期送信スケジュールが、制御チャネルセグメントの半永続的割当てを備える、請
求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記半永続的割当てに基づいて前記セルからのリソース許可について制御チャネルを監
視することをさらに備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　チャネルセグメントの前記半永続的割当てが、前記ＵＥの前記ＩＤと前記フレームイン
デックスとに基づく、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記スリープ間隔が、前記セルの非アクティビティタイマーよりも長い、請求項１に記
載の方法。
【請求項１１】
　マシンタイプ通信（ＭＴＣ）プロシージャに基づいてネットワークとデータを交換する
ことをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　初期アクセスプロシージャに基づいてセルとの接続を確立するための手段と、
　前記接続を利用して、間欠送信サイクルと肯定応答スケジュールとを備える定期送信ス
ケジュールを構成するための手段と、
　前記間欠送信サイクルのスリープ間隔中に前記セルと通信することを控えるための手段
と、
　前記定期送信スケジュールに従って、および前記初期アクセスプロシージャに少なくと
も部分的に基づいて、前記スリープ間隔の後に前記セルにデータを送信するための手段と
、ここにおいて、前記定期送信スケジュールが、前記ＵＥのＩＤとフレームインデックス
とに基づいて前記ＵＥに関連し、前記ＩＤが、限られた時間の間前記ＵＥに割り当てられ
、前記限られた時間が満了した後に別のＵＥによって再利用可能である、を備える、装置
。
【請求項１３】
　前記肯定応答スケジュールに基づいて前記送信されたデータのための肯定応答を受信す
るための手段と、
　前記定期送信スケジュールおよび前記肯定応答に基づいて後続のスリープ間隔中に低電
力モードに入るための手段とをさらに備える、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
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　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピ
ュータ可読媒体であって、前記コードが、
　初期アクセスプロシージャに基づいてセルとの接続を確立することと、
　前記接続を利用して、間欠送信サイクルと肯定応答スケジュールとを備える定期送信ス
ケジュールを構成することと、
　前記間欠送信サイクルのスリープ間隔中に前記セルと通信することを控えることと、
　前記定期送信スケジュールに従って、および前記初期アクセスプロシージャに少なくと
も部分的に基づいて、前記スリープ間隔の後に前記セルにデータを送信することと、ここ
において、前記定期送信スケジュールが、前記ＵＥの識別情報（ＩＤ）とフレームインデ
ックスとに基づいて前記ＵＥに関連し、前記ＩＤが、限られた時間の間前記ＵＥに割り当
てられ、前記限られた時間が満了した後に別のＵＥによって再利用可能である、を行うた
めに実行可能な命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、２０１４年１０月９日に出願された
「Regularly Scheduled Sessions in a Cellular Internet of Things System」と題する
、Ｌｉらによる米国特許出願第１４／５１１，１７２号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]以下は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、セルラーモノのインター
ネット（ＩｏＴ）システムにおける定期的にスケジュールされたセッションに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されて
いる。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波数、お
よび出力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多
元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例としては、符号分割多元接
続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（
ＦＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム（たとえば
、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））システム）がある。
【０００４】
　[0004]例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、場合によってはユーザ機器（Ｕ
Ｅ）として知られていることがある、複数の通信デバイスのための通信を各々が同時にサ
ポートする、いくつかの基地局を含み得る。基地局は、（たとえば、基地局からＵＥへの
送信のために）ダウンリンクチャネル上でＵＥと通信し、（たとえば、ＵＥから基地局へ
の送信のために）アップリンクチャネル上でＵＥと通信し得る。
【０００５】
　[0005]いくつかのＵＥは、自動通信を提供し得る。自動ＵＥは、マシンツーマシン（Ｍ
２Ｍ）通信またはマシンタイプ通信（ＭＴＣ）を実装するものを含み得る。Ｍ２Ｍまたは
ＭＴＣは、デバイスが人の介入なしに互いにまたは基地局と通信することを可能にするデ
ータ通信技術を指すことがある。Ｍ２ＭまたはＭＴＣデバイスは、ＵＥを含み得、モノの
インターネット（ＩｏＴ）の一部として使用され得る。ＩｏＴ中のいくつかのＭ２Ｍまた
はＭＴＣデバイスは、パーキングメーター、水およびガスメーター、ならびに少量のデー
タをまれに通信し得る他のセンサーを含み得る。
【０００６】
　[0006]場合によっては、ＩｏＴ中に含む、ＵＥは電力制限デバイスであり得、かなりの
量の電力が、無線構成要素に電力供給するために使用され得る。しかしながら、いくつか
のＭＴＣデバイスは、一定の間隔で離間した間隔において比較的少量のデータを送信また
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は受信し得る。場合によっては、ＵＥはさらに、無線構成要素が、データを送信または受
信する準備ができているように連続的に電力供給されるように保持し得る。ＵＥはまた、
各交換より前にサービングセルと通信するためにアクセスプロシージャを実行し得る。こ
れも電力を消費し得る。アクセスプロシージャを繰り返し実行する無線機に連続的に電力
供給することからの電力消費の増加は、ＵＥのバッテリー寿命を低減し、デバイスの有用
性を減少させ得る。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]本開示は、一般にワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、セルラーモノ
のインターネットシステムにおける定期的にスケジュールされたセッションのための改善
されたシステム、方法、および／または装置に関し得る。ユーザ機器（ＵＥ）は、サービ
ングセルとの接続を確立するために初期アクセスプロシージャを実行し得る。ＵＥは、次
いで、間欠送信（ＤＴＸ）サイクルと肯定応答スケジュールとを含むサービングセルとの
定期送信スケジュールを構成し得る。ＵＥは、低電力モードに入り、ＤＴＸサイクルのス
リープ間隔中にどんな送信をも控え得る。ＵＥは、次いで、起動し、別のアクセスプロシ
ージャを実行することなしに、スリープ間隔の後にメッセージをサービングセルに送信し
得る。ＵＥは、定期送信スケジュールによってカバーされない時間において送信するため
に別のアクセスプロシージャを実行し得る。たとえば、メッセージのための肯定応答（Ａ
ＣＫ）が受信されない場合、ＵＥは再送信のための別のアクセスプロシージャを実行し得
る。
【０００８】
　[0008]ＵＥにおけるワイヤレス通信の方法について説明する。本方法は、初期アクセス
プロシージャに基づいてセルとの接続を確立することと、接続を利用して、間欠送信サイ
クルと肯定応答スケジュールとを備える定期送信スケジュールを構成することと、間欠送
信サイクルのスリープ間隔中にセルと通信することを控えることと、定期送信スケジュー
ルに従って、および初期アクセスプロシージャに少なくとも部分的に基づいて、スリープ
間隔の後にセルにデータを送信することとを含み得る。
【０００９】
　[0009]ＵＥにおけるワイヤレス通信のための装置について説明する。本装置は、初期ア
クセスプロシージャに基づいてセルとの接続を確立するための手段と、接続を利用して、
間欠送信サイクルと肯定応答スケジュールとを備える定期送信スケジュールを構成するた
めの手段と、間欠送信サイクルのスリープ間隔中にセルと通信することを控えるための手
段と、定期送信スケジュールに従って、および初期アクセスプロシージャに少なくとも部
分的に基づいて、スリープ間隔の後にセルにデータを送信するための手段とを含み得る。
【００１０】
　[0010]ＵＥにおけるワイヤレス通信のためのさらなる装置について説明する。本装置は
、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを
含み得、ここにおいて、命令は、初期アクセスプロシージャに基づいてセルとの接続を確
立することと、接続を利用して、間欠送信サイクルと肯定応答スケジュールとを備える定
期送信スケジュールを構成することと、間欠送信サイクルのスリープ間隔中にセルと通信
することを控えることと、定期送信スケジュールに従って、および初期アクセスプロシー
ジャに少なくとも部分的に基づいて、スリープ間隔の後にセルにデータを送信することと
を行うためにプロセッサによって実行可能である。
【００１１】
　[0011]ＵＥにおけるワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可
読媒体について説明する。コードは、初期アクセスプロシージャに基づいてセルとの接続
を確立することと、接続を利用して、間欠送信サイクルと肯定応答スケジュールとを備え
る定期送信スケジュールを構成することと、間欠送信サイクルのスリープ間隔中にセルと
通信することを控えることと、定期送信スケジュールに従って、および初期アクセスプロ
シージャに少なくとも部分的に基づいて、スリープ間隔の後にセルにデータを送信するこ
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ととを行うために実行可能な命令を含み得る。
【００１２】
　[0012]上記で説明した方法、装置、および／または非一時的コンピュータ可読媒体のい
くつかの例は、肯定応答スケジュールに基づいて、送信されたデータのための肯定応答を
受信することと、定期送信スケジュールおよび肯定応答に基づいて後続のスリープ間隔中
に低電力モードに入ることとをさらに含み得る。追加または代替として、いくつかの例は
、定期送信スケジュールに基づいてセルとデータを交換することより前に高電力モードに
入ることを含み得る。
【００１３】
　[0013]上記で説明した方法、装置、および／または非一時的コンピュータ可読媒体のい
くつかの例は、肯定応答スケジュールに基づいて、送信されたデータのための肯定応答が
受信されていないと決定することと、肯定応答が受信されていないという決定に応答して
、第２のアクセスプロシージャに基づいて第２の接続を確立することと、第２の接続を使
用してデータを再送信することとをさらに含み得る。追加または代替として、いくつかの
例では、セルと通信することを控えることは、ＲＡＣＨプロシージャをバイパスすること
を備える。
【００１４】
　[0014]上記で説明した方法、装置、および／または非一時的コンピュータ可読媒体のい
くつかの例では、セルと通信することを控えることは、セルからの制御チャネル情報を復
号することを控えることを備える。追加または代替として、いくつかの例では、定期送信
スケジュールは、制御チャネルセグメントの半永続的割当て（semi-persistent assignme
nt）を備える。
【００１５】
　[0015]上記で説明した方法、装置、および／または非一時的コンピュータ可読媒体のい
くつかの例は、半永続的割当てに基づいてセルからのリソース許可について制御チャネル
を監視することをさらに含み得る。追加または代替として、いくつかの例では、チャネル
セグメントの半永続的割当ては、ＵＥの識別情報（ＩＤ）とフレームインデックスとに基
づく。
【００１６】
　[0016]上記で説明した方法、装置、および／または非一時的コンピュータ可読媒体のい
くつかの例では、定期送信スケジュールは、ＵＥのＩＤとフレームインデックスとに基づ
いてＵＥに関連する。追加または代替として、いくつかの例では、ＩＤは、限られた時間
の間ＵＥに割り当てられ、限られた時間が満了した後に別のＵＥによって再利用可能であ
る。
【００１７】
　[0017]上記で説明した方法、装置、および／または非一時的コンピュータ可読媒体のい
くつかの例では、スリープ間隔は、セルの非アクティビティタイマーよりも長い。追加ま
たは代替として、いくつかの例は、マシンタイプ通信（ＭＴＣ）プロシージャに基づいて
ネットワークとデータを交換することを含み得る。
【００１８】
　[0018]上記では、以下の発明を実施するための形態がより良く理解され得るように、本
開示による例の特徴および技術的利点についてやや広く概説した。以下で、追加の特徴お
よび利点について説明する。開示する概念および具体例は、本開示の同じ目的を実行する
ための他の構造を変更または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような
等価な構成は、添付の特許請求の範囲から逸脱しない。本明細書で開示する概念の特徴、
それらの編成と動作方法の両方は、関連する利点とともに、添付の図に関連して以下の説
明を検討するとより良く理解されよう。図の各々は、例示および説明のみの目的で提供さ
れ、特許請求の範囲の限界を定めるものではない。
【００１９】
　[0019]本開示の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照して実現され得る
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。添付の図では、同様の構成要素または特徴は、同一の参照符号を有し得る。さらに、同
じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、それらの同様の構成要素
の間で区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参照ラベルの
みが本明細書において使用される場合、説明は、第２の参照ラベルにかかわらず、同じ第
１の参照ラベルを有する同様の構成要素のいずれにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】[0020]本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的にス
ケジュールされたセッションのためのワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２】[0021]本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的にス
ケジュールされたセッションのためのワイヤレス通信サブシステムの一例を示す図。
【図３】[0022]本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的にス
ケジュールされたセッションのための送信スケジュールの一例を示す図。
【図４】[0023]本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的にス
ケジュールされたセッションのためのリソース割振りの一例を示す図。
【図５】[0024]本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的にス
ケジュールされたセッションのためのプロセスフロー図の一例を示す図。
【図６】[0025]本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的にス
ケジュールされたセッションのために構成されたユーザ機器（ＵＥ）のブロック図。
【図７】[0026]本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的にス
ケジュールされたセッションのために構成されたＵＥのブロック図。
【図８】[0027]本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的にス
ケジュールされたセッションのために構成された通信管理モジュールのブロック図。
【図９】[0028]本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的にス
ケジュールされたセッションのために構成されたＵＥを含むシステムのブロック図。
【図１０】[0029]本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的に
スケジュールされたセッションのための方法を示すフローチャート。
【図１１】[0030]本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的に
スケジュールされたセッションのための方法を示すフローチャート。
【図１２】[0031]本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的に
スケジュールされたセッションのための方法を示すフローチャート。
【図１３】[0032]本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的に
スケジュールされたセッションのための方法を示すフローチャート。
【図１４】[0033]本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的に
スケジュールされたセッションのための方法を示すフローチャート。
【図１５】[0034]本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的に
スケジュールされたセッションのための方法を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　[0035]ワイヤレス通信する自動デバイスのネットワークは、場合によっては、モノのイ
ンターネット（ＩｏＴ）と呼ばれることがある。ＩｏＴネットワークを介して通信するデ
バイス（たとえば、マシンタイプ通信（ＭＴＣ）デバイス）は、自動メーター、センサー
などを含み得る。いくつかの事例では、自動デバイスは、比較的低いスループットの適用
例（たとえば、更新を基地局に送る水位センサー）を有し得る。認可スペクトルにおいて
動作するセルラーシステムを含む、自動デバイスによる使用のために利用可能ないくつか
のワイヤレス通信システムがあり得る。しかしながら、セルラーシステムは、高スループ
ット適用例を使用するデバイスのために最適化され得る。低スループット状態（たとえば
、まれな小規模データ転送）に従って動作するデバイスは、より高いスループットのデバ
イスに関連するものとは異なる設計考慮事項を提示し得る。たとえば、自動デバイスは、
バッテリー交換なしに長い時間期間の間動作するように設計され得る。
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【００２２】
　[0036]いくつかの事例では、セルラーシステム（たとえば、ＬＴＥシステム）は、明確
な初期アクセスプロシージャを実装し得る。たとえば、デバイスは、起動し、基地局から
のダウンリンクに同期し、それが基地局に接続されると確立し、次いで、次のランダムア
クセスチャネル（ＲＡＣＨ）機会を待ち得る。デバイスは、セッションのためのアクティ
ブ識別情報（ＩＤ）を要求するために次のＲＡＣＨ機会を使用し得る。デバイスは、次い
で、電力消費を低減するために、定期的にスケジュールされた間隔でデータを送信または
受信し得る。たとえば、デバイスは基地局への接続を確立し得、その時点において、基地
局とデバイスとが、データを送信するための定期スケジュールを確立し得る。デバイスは
、一定の間隔でデータの単一のメッセージを送信または受信するようにスケジュールされ
得る。間隔は長さが変動し得る。
【００２３】
　[0037]いくつかの例では、デバイスは、固有の物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳ
ＣＨ）または物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）セグメントを半永続的に割り
当てられ得る。そのような事例では、デバイスは、割り当てられたセグメント中でデータ
を送信または受信し得、次いで、次の間隔までスリープし得る。場合によっては、リンク
レベル肯定応答が、ＵＥ送信の後に基地局によって与えられ得る。しかしながら、場合に
よっては、リンクレベル肯定応答はないことがある。
【００２４】
　[0038]場合によっては、デバイスは、デバイスが、任意のＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨ
セグメントにその間に割り振られ得る、１つまたは複数の特定のフレームに割り当てられ
得る。この場合、デバイスは、ＰＤＳＣＨおよびＰＵＳＣＨセグメントのスケジュールを
決定するために、フレームのＰＤＣＣＨを受信し得る。そのような場合、ＰＤＣＣＨ割当
てにおいて使用されるＩＤは、アクセスステップにおいて与えられないことがあり、デバ
イスは、連続的にアクティブなＩＤを保持しないことがある。代わりに、ＰＤＣＣＨにお
いて使用されるＩＤは、ＩＤプールに属し得、重複しない時間間隔においてセルと通信し
ている複数の定期的にスケジュールされたデバイスによって再利用され得る。たとえば、
ＩＤは、一意にデバイスを表すためにフレームインデックスによって増補され得る。定期
的にスケジュールされた間隔をもつデバイスは、定期トラフィックスケジュールよりも頻
繁にダウンリンクページングを監視し得、これは、基地局が、オンデマンド様式でデバイ
スを起動することを可能にし得る。同様のオンデマンド様式では、デバイスは、スケジュ
ールされていない時間においてＲＡＣＨを送り得る。
【００２５】
　[0039]ＬＴＥなど、いくつかのセルラーシステムでは、ユーザデバイスは、不確定な数
のメッセージを送信および受信し得る。各送信のために、ＵＥはランダムアクセスプロシ
ージャを実行し得、これは電力を消費し得る。ユーザデバイスが低いデータトラフィック
および／または定期データトラフィックを有する場合（たとえば、ＩｏＴデバイス）、各
送信のためにランダムアクセスプロシージャを実行するオーバーヘッドは、正当化されな
いことがある。したがって、ランダムアクセスプロシージャがスキップされ得るように送
信および受信時間をスケジュールすることは、ＩｏＴデバイスに適し得る。
【００２６】
　[0040]他の場合には、ＩｏＴデバイスと基地局との間の通信は、送信シンボル時間を決
定するために開ループタイミング同期を使用することによって改善され得る。その結果、
ＩｏＴネットワークにおいて同じ基地局と通信する異なるＩｏＴデバイスからのアップリ
ンク信号は、時間ウィンドウ内に到着し得、時間ウィンドウの長さは、最高で、ＩｏＴデ
バイスと基地局との間の最大ラウンドトリップ遅延であり得る。これを考慮するために、
ＩｏＴデバイスによってアップリンク送信において使用されるサイクリックプレフィック
スの長さは拡張され得、ＩｏＴデバイスへのダウンリンク送信において使用されるサイク
リックプレフィックスの長さは、拡張されたアップリンクサイクリックプレフィックスよ
りも短いままであり得る。
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【００２７】
　[0041]いくつかの例では、デバイスは、ダウンリンクメッセージを復調するための直交
周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）と、アップリンク変調のためのガウシアン最小シフト
キーイング（ＧＭＳＫ：Gaussian minimum shift keying）とシングルキャリア周波数分
割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）との組合せとを利用し得る。アップリンク変調プロセスは
、Ｍ点離散フーリエ変換（ＤＦＴ）を用いてシンボルベクトルを生成することと、周波数
領域ガウシアンフィルタを用いてシンボルベクトルをフィルタ処理することと、逆ＤＦＴ
を利用してフィルタ処理されたシンボルベクトルからサンプルベクトルを生成することと
、ＧＭＳＫを利用してサンプルベクトルを変調することとを含み得る。場合によっては、
アップリンク変調は、基地局から受信された狭帯域リソース割振りに基づき得る。
【００２８】
　[0042]いくつかの例では、デバイスは、あらかじめＵＥに知られており、ローカル領域
中のセルのグループに共通の波形を使用して、セルと同期し得る。デバイスは、次いで、
物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）時間を決定し得る。デバイスは、ＰＢＣＨを
受信し、セルのための物理レイヤＩＤとアップリンク送信のための周波数とを決定するた
めにそれを使用し得る。ＰＢＣＨはまた、デバイスがランダムアクセスプロシージャを実
行することを可能にし得るチャネル構成を示し得る。チャネル構成は、共有トラフィック
チャネルの時間および周波数リソース構成を含み得る。場合によっては、デバイスは、制
御チャネル送信のインデックスに基づいて、データ送信のためのリソースを決定し得る。
場合によっては、制御チャネル送信とデータチャネル送信との間の所定の遅延があり得る
。その場合、デバイスは遅延中に低電力状態に入り得る。
【００２９】
　[0043]別の例では、基地局は、デバイスに、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣ
Ｈ）信号を送信するための時間または周波数リソースを割り振り得る。そのような事例で
は、リソース割振りは、ＰＲＡＣＨ信号のタイプおよびクラスに基づいて配分され得る。
たとえば、ＵＥは、定期的にスケジュールされたトラフィックを送信するためにリソース
の第１のサブセットを割り当てられ、オンデマンドトラフィックを送信するためにリソー
スの第２のサブセットを割り当てられ得る。定期的にスケジュールされたトラフィックは
、たとえば、所定の時間間隔（たとえば、２４時間間隔）で基地局に報告されるセンサー
測定値を含み得る。対照的に、オンデマンドトラフィックは、少なくとも１つの報告トリ
ガの検出（たとえば、デバイスにおいて異常を検知すること）に基づいて開始される、即
席の送信を含み得る。
【００３０】
　[0044]また別の例では、ＩｏＴデバイスは、後続の第２の通信セッションのための電力
およびタイミング制御情報を決定するために、基地局との第１の通信セッションからの記
憶された制御情報を使用し得る。詳細には、この例では、デバイスは、基地局との第１の
通信セッションを確立し、第１の通信セッション中に、デバイスがアップリンク送信に関
連する送信信号シンボルタイミングまたは電力制御レベルを調整するのを助けるために、
基地局から閉ループ制御情報を受信し得る。そのような事例では、デバイスは、それのメ
モリに、第１の通信セッション中に閉ループ制御情報から導出された送信電力およびシン
ボルタイミング情報を記憶し得る。その後、デバイスは、基地局との第２の通信セッショ
ンを確立するために送信信号電力またはシンボルタイミングを決定するために、第１の通
信セッションからの記憶された閉ループ制御情報を利用し得る。
【００３１】
　[0045]以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載された範囲、適用
可能性、または例を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、説明す
る要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な例は、適宜に様々なプロシー
ジャまたは構成要素を省略、置換、または追加し得る。たとえば、説明する方法は、説明
する順序とは異なる順序で実行され得、様々なステップが追加、省略、または組み合わせ
られ得る。また、いくつかの例に関して説明する特徴は、他の例において組み合わせられ
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得る。
【００３２】
　[0046]図１に、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム１００の一例を示
す。システム１００は、基地局１０５と、少なくとも１つのＵＥ１１５と、コアネットワ
ーク１３０とを含む。コアネットワーク１３０は、ユーザ認証と、アクセス許可と、トラ
ッキングと、インターネットプロトコル（ＩＰ）接続性と、他のアクセス、ルーティング
、またはモビリティ機能とを与え得る。基地局１０５は、バックホールリンク１３２（た
とえば、Ｓ１など）を通してコアネットワーク１３０とインターフェースする。基地局１
０５は、ＵＥ１１５との通信のための無線構成およびスケジューリングを実行し得るか、
または基地局コントローラ（図示せず）の制御下で動作し得る。様々な例では、基地局１
０５は、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクであり得るバックホールリンク１３４（
たとえば、Ｘ１など）を介して、直接的または間接的のいずれかで（たとえば、コアネッ
トワーク１３０を通して）、互いと通信し得る。
【００３３】
　[0047]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レス通信し得る。基地局１０５の各々は、それぞれの地理的カバレージエリア１１０に通
信カバレージを与え得る。いくつかの例では、基地局１０５は、基地トランシーバ局、無
線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホ
ームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることがある
。基地局１０５のための地理的カバレージエリア１１０は、カバレージエリアの一部分の
みを構成するセクタに分割され得る（図示せず）。ワイヤレス通信システム１００は、異
なるタイプの基地局１０５（たとえば、マクロ基地局および／またはスモールセル基地局
）を含み得る。異なる技術のための重複する地理的カバレージエリア１１０があり得る
　[0048]いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００はロングタームエボリューシ
ョン（ＬＴＥ）／ＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）ネットワークである。ＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａネットワークでは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）という用語は、概して、基地局１０
５を表すために使用され得、ＵＥという用語は、概して、ＵＥ１１５を表すために使用さ
れ得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプのｅＮＢが様々な地理的領域に
カバレージを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る。たとえば、各ｅ
ＮＢまたは基地局１０５は、マクロセル、スモールセル、および／または他のタイプのセ
ルに通信カバレージを与え得る。「セル」という用語は、コンテキストに応じて、基地局
、基地局に関連するキャリアまたはコンポーネントキャリア、あるいはキャリアまたは基
地局のカバレージエリア（たとえば、セクタなど）を表すために使用され得る３ＧＰＰ（
登録商標）用語である。
【００３４】
　[0049]マクロセルは、概して、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメー
トル）をカバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥ１１５による
無制限アクセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較して、同じまたは異
なる（たとえば、認可、無認可などの）周波数帯域内でマクロセルとして動作し得る低電
力基地局である。スモールセルは、様々な例によれば、ピコセルとフェムトセルとマイク
ロセルとを含み得る。ピコセルは、たとえば、小さい地理的エリアをカバーし得、ネット
ワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥ１１５による無制限アクセスを可能にし
得る。また、フェムトセルは、小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をもカバーし得、
フェムトセルとの関連を有するＵＥ１１５（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：cl
osed subscriber group）中のＵＥ１１５、自宅内のユーザのためのＵＥ１１５など）に
よる制限付きアクセスを与え得る。マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれる
ことがある。スモールセルのためのｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェム
トｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれることがある。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たと
えば、２つ、３つ、４つなどの）セル（たとえば、コンポーネントキャリア）をサポート
し得る。
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【００３５】
　[0050]ワイヤレス通信システム１００は、同期動作または非同期動作をサポートし得る
。同期動作の場合、基地局１０５は同様のフレームタイミングを有し得、異なる基地局１
０５からの送信は近似的に時間的に整合され得る。非同期動作の場合、基地局１０５は異
なるフレームタイミングを有し得、異なる基地局１０５からの送信は時間的に整合されな
いことがある。本明細書で説明する技法は、同期動作または非同期動作のいずれかのため
に使用され得る。
【００３６】
　[0051]様々な開示する例のうちのいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化プ
ロトコルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであり得る。ユーザプレ
ーンでは、ベアラまたはパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：packet
 data convergence protocol）レイヤにおける通信はＩＰベースであり得る。無線リンク
制御（ＲＬＣ：radio link control）レイヤが、論理チャネルを介して通信するためにパ
ケットセグメンテーションおよびリアセンブリを実行し得る。媒体アクセス制御（ＭＡＣ
：medium access control）レイヤが、優先度処理と、トランスポートチャネルへの論理
チャネルの多重化とを実行し得る。ＭＡＣレイヤはまた、リンク効率を改善するためにＭ
ＡＣレイヤにおいて再送信を行うためにハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid a
utomatic repeat request）を使用し得る。制御プレーンでは、無線リソース制御（ＲＲ
Ｃ）プロトコルレイヤは、ＵＥ１１５と基地局１０５との間のＲＲＣ接続の確立と構成と
保守とを行い得る。ＲＲＣプロトコルレイヤはまた、ユーザプレーンデータのための無線
ベアラのコアネットワーク１３０サポートのために使用され得る。物理（ＰＨＹ）レイヤ
において、トランスポートチャネルは物理チャネルにマッピングされ得る。
【００３７】
　[0052]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され得、各Ｕ
Ｅ１１５は固定または移動であり得る。ＵＥ１１５は、移動局、加入者局、モバイルユニ
ット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワ
イヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、ア
クセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエー
ジェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語をも含
むか、あるいは当業者によってそのような用語で呼ばれることもある。ＵＥ１１５は、セ
ルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、
ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレ
スフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥは、マクロｅＮ
Ｂ、スモールセルｅＮＢ、リレー基地局などを含む様々なタイプの基地局およびネットワ
ーク機器と通信することが可能であり得る。
【００３８】
　[0053]ワイヤレス通信システム１００では、いくつかのＵＥ１１５は、自動通信を提供
し得る。自動ワイヤレスデバイスは、マシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）通信またはマシンタイ
プ通信（ＭＴＣ）を実装するものを含み得る。Ｍ２Ｍおよび／またはＭＴＣは、デバイス
が人の介入なしに互いにまたは基地局と通信することを可能にするデータ通信技術を指す
ことがある。たとえば、Ｍ２Ｍおよび／またはＭＴＣは、センサーまたはメーターを組み
込んで情報を測定またはキャプチャし、情報を活用することができる中央サーバまたはア
プリケーションプログラムにその情報を中継する、あるいはプログラムまたはアプリケー
ションと対話する人間に情報を提示するデバイスからの通信を指すことがある。いくつか
のＵＥ１１５は、情報を収集する、または機械の自動化された挙動を可能にするように設
計されたものなど、ＭＴＣデバイスであり得る。ＭＴＣデバイスのための適用例の例とし
ては、スマートメータリング、インベントリ監視（inventory monitoring）、水位監視、
機器監視、ヘルスケア監視、野生生物監視、天候および地質学的事象監視、フリート管理
（fleet management）およびトラッキング、リモートセキュリティ検知、物理的アクセス
制御、ならびにトランザクションベースのビジネスの課金がある。ＭＴＣデバイスは、低
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減されたピークレートにおいて半二重（一方向）通信を使用して動作し得る。ＭＴＣデバ
イスはまた、アクティブ通信に参加しているとき、電力節約「ディープスリープ（deep s
leep）」モードに入るように構成され得る。Ｍ２ＭまたはＭＴＣデバイスである、ワイヤ
レス通信システム１００におけるＵＥ１１５はまた、ＩｏＴの一部であり得る。したがっ
て、ワイヤレス通信システム１００はまた、ＩｏＴシステムを含むか、またはその一部で
あり得る。
【００３９】
　[0054]ワイヤレス通信システム１００に示されている通信リンク１２５は、ＵＥ１１５
から基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、および／または基地局１０５からＵＥ
１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は順方向リンク送信
と呼ばれることもあり、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。各
通信リンク１２５は１つまたは複数のキャリアを含み得、ここで、各キャリアは、上記で
説明した様々な無線技術に従って変調された複数のサブキャリア（たとえば、異なる周波
数の波形信号）からなる信号であり得る。各被変調信号は、異なるサブキャリア上で送ら
れ得、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、ユー
ザデータなどを搬送し得る。通信リンク１２５は、周波数分割複信（ＦＤＤ）動作を使用
して（たとえば、対スペクトルリソースを使用して）または時分割複信（ＴＤＤ：time d
ivision duplex）動作を使用して（たとえば、不対スペクトルリソースを使用して）双方
向通信を送信し得る。ＦＤＤ（たとえば、フレーム構造タイプ１）およびＴＤＤ（たとえ
ば、フレーム構造タイプ２）のためのフレーム構造が定義され得る。
【００４０】
　[0055]システム１００のいくつかの実施形態では、基地局１０５および／またはＵＥ１
１５は、基地局１０５とＵＥ１１５との間の通信品質と信頼性とを改善するために、アン
テナダイバーシティ方式を採用するために複数のアンテナを含み得る。追加または代替と
して、基地局１０５および／またはＵＥ１１５は、同じまたは異なるコード化データを搬
送する複数の空間レイヤを送信するために、マルチパス環境を利用し得る多入力多出力（
ＭＩＭＯ）技法を採用し得る。
【００４１】
　[0056]ワイヤレス通信システム１００は、複数のセルまたはキャリア上での動作、すな
わち、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）またはマルチキャリア動作と呼ばれることがあ
る特徴をサポートし得る。キャリアは、コンポーネントキャリア（ＣＣ）、レイヤ、チャ
ネルなどと呼ばれることもある。「キャリア」、「コンポーネントキャリア」、「セル」
、および「チャネル」という用語は、本明細書では互換的に使用されることがある。ＵＥ
１１５は、キャリアアグリゲーションのための、複数のダウンリンクＣＣと１つまたは複
数のアップリンクＣＣとで構成され得る。キャリアアグリゲーションは、ＦＤＤコンポー
ネントキャリアとＴＤＤコンポーネントキャリアの両方とともに使用され得る。
【００４２】
　[0057]ワイヤレス通信システム１００にアクセスすることより前に、ＵＥは、基地局１
０５から同期信号およびシステム情報を受信し得る。ＵＥ１１５がマスタ情報ブロック（
ＭＩＢ）ならびにシステム情報ブロック（ＳＩＢ）１および２を復号した後、ＵＥ１１５
は、基地局１０５にランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）プリアンブルを送信し得る。
たとえば、ＲＡＣＨプリアンブルは、６４個の所定のシーケンスのセットからランダムに
選択され得る。これは、基地局１０５が、システムに同時にアクセスすることを試みる複
数のＵＥ１１５間で区別することを可能にし得る。基地局１０５は、ＵＬリソース許可と
、タイミングアドバンスと、一時的セル無線ネットワーク一時識別情報（Ｃ－ＲＮＴＩ）
とを与えるランダムアクセス応答で応答し得る。次いで、ＵＥ１１５は、（ＵＥ１１５が
、同じワイヤレスネットワークに前に接続されていた場合）一時的モバイル加入者識別情
報（ＴＭＳＩ）またはランダム識別子とともにＲＲＣ接続要求を送信し得る。ＲＲＣ接続
要求はまた、ＵＥ１１５が、ネットワークに接続している理由（たとえば、緊急事態、シ
グナリング、データ交換など）を示し得る。基地局１０５は、新しいＣ－ＲＮＴＩを与え
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得る、ＵＥ１１５に宛てられた競合解消メッセージで接続要求に応答し得る。ＵＥ１１５
が、正しい識別情報をもつ競合解消メッセージを受信した場合、ＵＥ１１５は、ＲＲＣセ
ットアップを進め得る。ＵＥ１１５が競合解消メッセージを受信しない場合（たとえば、
別のＵＥ１１５との競合がある場合）、ＵＥは、新しいＲＡＣＨプリアンブルを送信する
ことによって、ＲＡＣＨプロセスを繰り返し得る。
【００４３】
　[0058]本開示によれば、ＵＥ１１５は、基地局１０５との接続を確立するために初期ア
クセスプロシージャを実行し得る。ＵＥ１１５は、次いで、間欠送信（ＤＴＸ）サイクル
と肯定応答スケジュールとを含む基地局１０５との定期送信スケジュールを構成し得る。
ＵＥ１１５は、低電力モードに入り、ＤＴＸサイクルのスリープ間隔中にどんな送信をも
控え得る。ＵＥ１１５は、次いで、起動し、別のアクセスプロシージャを実行することな
しに、スリープ間隔の後にメッセージを基地局１０５に送信し得る。ＵＥ１１５は、定期
送信スケジュールによってカバーされない時間において送信するために別のアクセスプロ
シージャを実行し得る。たとえば、メッセージのための肯定応答（ＡＣＫ）が受信されな
い場合、ＵＥ１１５は再送信のための別のアクセスプロシージャを実行し得る。
【００４４】
　[0059]図２に、本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的に
スケジュールされたセッションのためのワイヤレス通信サブシステム２００の一例を示す
。ワイヤレス通信サブシステム２００は、それぞれ、図１を参照しながら上記で説明した
ＵＥ１１５の例であり得る、ＵＥ１１５－ａ、ＵＥ１１５－ｂ、およびＵＥ１１５－ｃを
含み得る。ＵＥ１１５－ａ、ＵＥ１１５－ｂ、およびＵＥ１１５－ｃは、ＩｏＴの一部と
して接続されるＭＴＣデバイスの例でもあり得る。ワイヤレス通信サブシステム２００は
また、図１を参照しながら上記で説明した基地局１０５の一例であり得る、基地局１０５
－ａを含み得る。
【００４５】
　[0060]ＵＥ１１５－ａ、ＵＥ１１５－ｂ、およびＵＥ１１５－ｃは、図１に関して説明
したように、アップリンクおよびダウンリンクを介して基地局１０５－ａと通信し得る。
たとえば、ＵＥ１１５－ａは、基地局１０５－ａとの接続を確立し、メッセージを送信お
よび受信し得る。各セッションについて、ＵＥ１１５－ａは、ランダムアクセスプロシー
ジャを実行し得る。いくつかの例（たとえばＭＴＣデバイスの場合）は、定期トラフィッ
クパターン（たとえば、基地局１０５に更新を送る水位センサー）を伴い得る。そのよう
な事例では、毎回のセッションについてランダムアクセスプロシージャを実行するオーバ
ーヘッドコストは、かなりの量の電力を消費し得、これはデバイスの性能に悪影響を及ぼ
し得る。したがって、ＵＥ１１５－ａは、ランダムアクセスプロシージャが各定期的にス
ケジュールされたデータ交換についてスキップされ得るように、構成された送信スケジュ
ールに従って送信および受信し得る。
【００４６】
　[0061]送信スケジュールは、ＵＥ１１５－ａがいつ基地局１０５－ａにデータを送信し
得るかを示し得る間欠送信（ＤＴＸ）サイクルと、ＵＥ１１５－ａがいつ基地局１０５か
ら肯定応答を受信し得るかを示し得る肯定応答サイクルとを含み得る。たとえば、ＵＥ１
１５－ａおよび基地局１０５－ａは、それに従ってＵＥ１１５－ａがデータまたは肯定応
答を送信および受信し得る、定期送信スケジュールを構成し得る。定期送信スケジュール
が、基地局１０５と通信している各ＵＥ１１５について異なり得る（たとえば、異なるス
ケジュールに基づく多くのＩｏＴデバイスがあり得る）ことが諒解され得る。たとえば、
ＵＥ１１５－ａは、ＵＥ１１５－ｂまたはＵＥ１１５－ｃのための送信スケジュールとは
異なる送信スケジュールに従って送信および受信し得る。場合によっては、ＵＥ１１５－
ａ、ＵＥ１１５－ｂ、およびＵＥ１１５－ｃは、定期的にスケジュールされた重複しない
送信のために使用され得るＩＤのプールを共有し得る。
【００４７】
　[0062]図３に、本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的に
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スケジュールされたセッションのための送信スケジュール３００の一例を示す。送信スケ
ジュール３００は、図１および図２を参照しながら上記で説明したように、ＵＥ１１５お
よび基地局１０５によって利用され得る。たとえば、送信スケジュール３００は、ＩｏＴ
プロシージャの一部としてＭＴＣデバイスによって利用され得る。
【００４８】
　[0063]送信スケジュール３００は、ＵＥ１１５が初期アクセスメッセージ３２０－ａを
送信し得る、ＵＥ１１５と基地局１０５との間の通信の一例を示す。ＵＥ１１５は、基地
局１０５への接続を確立し、間欠送信サイクルと肯定応答スケジュールとを含む定期送信
スケジュールを構成し得る。定期送信スケジュールが構成されると、ＵＥ１１５は、間欠
送信スケジュールに従ってデータを送信し、肯定応答スケジュールに従って肯定応答を受
信し得る。
【００４９】
　[0064]たとえば、ＵＥ１１５は、間欠送信スケジュールに従って第１のデータ送信３０
５－ａを送信し、その後、構成された肯定応答スケジュールに従って基地局１０５から肯
定応答３１５－ａを受信し得る。いくつかの実施形態では、第１のデータ送信３０５－ａ
の送信は、初期アクセスメッセージ３２０－ａに少なくとも部分的に基づく。すなわち、
ＵＥ１１５は、初期アクセスメッセージ３２０－ａと第１のデータ送信３０５－ａとの間
の時間期間が、基地局がＵＥ１１５のコンテキストをドロップするのに十分に長い場合で
も、追加のアクセスプロシージャを実行することを回避し得る。代わりに、基地局１０５
は、定期送信スケジュールの存在に基づいてコンテキスト（または変更された定期送信コ
ンテキスト）を維持し得る。
【００５０】
　[0065]第１のデータ送信３０５－ａの後に、ＵＥ１１５は、第１のスリープ間隔３１０
－ａ中に基地局１０５に送信することを控え得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５は、ス
リープ間隔中に低電力モードに入り、その後、各定期的にスケジュールされた送信より前
に高電力モードに入り得る。
【００５１】
　[0066]間欠送信スケジュールに従って、第１のスリープ間隔３１０－ａの後に、ＵＥ１
１５は、第２のデータ送信３０５－ｂ－１を実行し得る。ＵＥ１１５が基地局１０５から
肯定応答を受信しない場合、ＵＥ１１５は、ＵＥ１１５が第２のデータ送信３０５－ｂ－
１の再送信３０５－ｂ－２を送り得るように、追加のランダムアクセスメッセージ３２０
－ｂを送信し得る。再送信３０５－ｂ－２は、定期送信スケジュールの外で行われ得る（
たとえば、再送信３０５－ｂ－２は、第２のスリープ間隔３１０－ｂ内で行われ得る）。
すなわち、ＵＥ１１５は、定期送信スケジュール外で送信するために追加のランダムアク
セスプロシージャを実行し得る。
【００５２】
　[0067]ＵＥ１１５は、次いで、第２のスリープ間隔３１０－ｂの後に第３のデータ送信
３０５－ｃを送り得る。第２のスリープ間隔３１０－ｂは、第１のスリープ間隔３１０－
ａに長さが等しいことがあり、また、定期送信によって中断される不確定な数の後続のス
リープ間隔に等しいことがある。ＵＥ１１５は、次いで、構成された肯定応答スケジュー
ルに従って基地局１０５から肯定応答３１５－ｂを受信し得る。
【００５３】
　[0068]したがって、ＵＥ１１５は、基地局１０５との接続を確立するために初期アクセ
スメッセージ３２０－ａを送り得る。ＵＥ１１５は、次いで、ＤＴＸサイクルと肯定応答
スケジュールとを含む基地局１０５との定期送信スケジュールを構成し得る。ＵＥ１１５
は、低電力モードに入り、ＤＴＸサイクルの第１のスリープ間隔３１０－ａ中にどんな送
信をも控え得る。ＵＥ１１５は、次いで、起動し、別のアクセスプロシージャを実行する
ことなしに、基地局１０５に第２のデータ送信３０５－ｂ－１を送信し得る。ＵＥ１１５
が第２のデータ送信３０５－ｂ－１のためのＡＣＫを受信しない場合、ＵＥ１１５は、定
期送信スケジュールによってカバーされない期間中の再送信を可能にするために、別のア
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クセスメッセージ３２０－ｂを送り得る。
【００５４】
　[0069]図４に、本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的に
スケジュールされたセッションのためのリソース割振り４００の一例を示す。リソース割
振り４００は、いくつかのトーン（すなわち、周波数サブキャリア）にわたる時間周波数
リソースセグメントを示す。リソース割振り４００は、図２および図３を参照しながら上
記で説明したように、基地局１０５によってＵＥ１１５に与えられ得、定期送信スケジュ
ールとともに使用され得る。リソース割振り４００は、４つのトーンを含む例示的な例を
示すが、利用可能なトーンの数は５つ以上であり得る。場合によっては、フレキシブル割
振りのためのトーンの数は、キャリア中のサブキャリアの数（たとえば、２０ＭＨｚキャ
リアについて１２００個のサブキャリア）に等しいことがある。
【００５５】
　[0070]セグメントは、割振りのために利用可能なすべてのトーン、（たとえば、セグメ
ント４０５または利用可能なトーンの一部分（たとえば、セグメント４２０およびセグメ
ント４２５）を備え得る。いくつかの事例では、（たとえば、セグメント４２０およびセ
グメント４２５）は、帯域幅に関して最も小さい狭帯域キャリア（たとえば、１５ＫＨｚ
サブキャリア）を備え得る。他のリソースセグメント（たとえば、セグメント４１０、４
１５、４３０、および４３５）は、中間帯域幅を使用し得る。リソースセグメントによっ
て使用されるスロットの数は、セグメント中のトーンの数に反比例し得る。たとえば、割
振りのために利用可能な４つのトーンを備えるセグメント４０５は、１つのスロットのみ
を使用し得、利用可能な２つのトーンを備えるセグメント４１０は、２倍の数のタイムス
ロットを使用し得る。１つのトーンのみを備えるセグメント４２０は、４倍の数のスロッ
トを使用し得る。リソース割振り４００の時間周波数リソースは、同じＵＥ１１５または
異なるＵＥ１１５に割り当てられ得、動的におよびフレキシブルに割り振られ得る。たと
えば、セグメント４０５、４１０および４１５は１つのＵＥ１１５に割り振られ得、セグ
メント４２０および４２５は第２のＵＥ１１５に割り振られ得、セグメント４３０および
４３５は第３のＵＥ１１５に割り振られ得る。場合によっては、ＵＥ１１５に割り当てら
れたセグメントの帯域幅は、デバイスの電力制限に対応し得る。たとえば、電力制限ＵＥ
１１５は、デバイスがより長いスリープ期間中に無線構成要素をパワーダウンすることを
可能にするために、より広い帯域幅を割り振られ得る。
【００５６】
　[0071]図５に、本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的に
スケジュールされたセッションのためのプロセスフロー図５００の一例を示す。プロセス
フロー図５００は、図１または図２を参照しながら上記で説明したＵＥ１１５の一例であ
り得る、ＵＥ１１５－ｄを含み得る。プロセスフロー図５００はまた、図１または図２を
参照しながら上記で説明した基地局１０５の一例であり得る、基地局１０５－ｂを含み得
る。
【００５７】
　[0072]ステップ５０５において、ＵＥ１１５－ｄは、初期アクセスプロシージャに基づ
いて基地局１０５－ｂとの接続を確立し得る。ステップ５１０において、接続を使用して
、ＵＥ１１５－ｄは、間欠送信サイクルと肯定応答スケジュールとを含む定期送信スケジ
ュールを構成し得る。いくつかの例では、定期送信スケジュールは、制御チャネルセグメ
ントの半永続的割当てを含み得る。
【００５８】
　[0073]接続中に、ＵＥ１１５－ｄは、（たとえば、半永続的割当てに基づいて）基地局
１０５－ｂからのリソース許可について制御チャネルを監視し得る。いくつかの例では、
定期送信スケジュールおよびチャネルセグメントの割当ては、ＵＥ１１５－ｄのＩＤまた
はフレームインデックス（たとえば、システムフレーム番号）に基づき得る。たとえば、
ＩＤは、限られた時間の間ＵＥ１１５－ｄに割り当てられ得、限られた時間が満了した後
に別のＵＥ１１５によって再利用可能であり得る。
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【００５９】
　[0074]ステップ５１５において、ＵＥ１１５－ｄは、間欠送信サイクルのスリープ間隔
中に基地局１０５－ｂと通信することを控え得る。たとえば、ＵＥ１１５－ｄはＲＡＣＨ
プロシージャをバイパスし得る（たとえば、ＵＥ１１５－ｄは、基地局１０５－ｂがコン
テキスト情報を保持するかまたは定期スケジュールに基づいて送信を予想することに依拠
し得る）。いくつかの例では、ＵＥ１１５－ｄはまた、セルからの制御チャネル情報を復
号することを控え得る。
【００６０】
　[0075]ステップ５２０において、ＵＥ１１５－ｄは、定期送信スケジュールに従って、
および初期アクセスプロシージャに基づいて、スリープ間隔の後に基地局１０５－ｂにデ
ータを送信し得る。いくつかの例では、スリープ間隔は基地局１０５－ｂの非アクティビ
ティタイマーよりも長いが、ＵＥ１１５－ｄは、定期スケジュールに基づいて送信するこ
とより前に別のＲＡＣＨプロシージャを回避し得る。ステップ５２５において、ＵＥ１１
５－ｄは、肯定応答スケジュールに基づいて、送信されたデータのための肯定応答を受信
し得る。いくつかのワイヤレスシステムでは、ＵＥ１１５がスリープモードに進んだ後、
ＵＥ１１５がデータを送信しようとする場合、ＵＥ１１５は、最初に、アップリンクリソ
ースを要求するために制御信号を送り、次いで、要求が許可された場合にデータを送信し
得る。制御信号は、ランダムアクセス信号またはＵＥ１１５に専用の予約済みリソースで
あり得る。本発明によれば、ＵＥ１１５－ｄは、ＵＥ１１５－ｄが制御信号を送ることを
回避し得るように、ステップ５１０においてデータトラフィックリソースをすでに許可さ
れていることがある。
【００６１】
　[0076]ステップ５３０において、ＵＥ１１５－ｄは、別のスリープ間隔中に基地局１０
５－ｂと通信することを控え得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５－ｄは、定期送信スケ
ジュールに基づいて、および肯定応答を受信したことに基づいて、スリープ間隔中に低電
力モードに入り得る。ステップ５３５において、ＵＥ１１５－ｄは、定期送信スケジュー
ルに従って、さらに初期アクセスプロシージャに基づいて、スリープ間隔の後に基地局１
０５－ｂにデータを送信し得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５－ｄは、定期送信スケジ
ュールに基づいてセルとデータを交換することより前に、高電力モード（たとえば、ＵＥ
１１５－ｄがデータを送信および受信することが可能であるような動作モード）に入り得
る。
【００６２】
　[0077]ステップ５４０において、ＵＥ１１５－ｄは、肯定応答スケジュールに従って、
ステップ５３５において送信されたデータのための肯定応答が受信されていないと決定し
得る。ステップ５４５において、ＵＥ１１５－ｄは、肯定応答が受信されていないという
決定に応答して、第２のアクセスプロシージャに基づいて第２の接続を確立し得る。
【００６３】
　[0078]ステップ５５０において、ＵＥ１１５－ｄは、第２の接続を使用してデータを再
送信し得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５－ｄは、追加のＭＴＣプロシージャに基づい
てネットワークとデータを交換し得る。
【００６４】
　[0079]図６に、本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的に
スケジュールされたセッションのために構成されたＵＥ１１５－ｅのブロック図６００を
示す。ＵＥ１１５－ｅは、図１～図５を参照しながら説明したＵＥ１１５の態様の一例で
あり得る。ＵＥ１１５－ｅは、受信機６０５、通信管理モジュール６１０、および／また
は送信機６１５を含み得る。ＵＥ１１５－ｅはプロセッサをも含み得る。これらの構成要
素の各々は、互いと通信していることがある。
【００６５】
　[0080]受信機６０５は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネルに関連す
る制御情報（たとえば、制御チャネル、データチャネル、およびセルラーＩｏＴシステム
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における定期的にスケジュールされたセッションに関係する情報など）などの情報を受信
し得る。情報は、通信管理モジュール６１０に、およびＵＥ１１５－ｅの他の構成要素に
受け渡され得る。
【００６６】
　[0081]通信管理モジュール６１０は、初期アクセスプロシージャに基づいてセルとの接
続を確立するかまたはその確立を可能にし得る。通信管理モジュール６１０はまた、接続
を利用して、間欠送信サイクルと肯定応答スケジュールとを備える定期送信スケジュール
を構成し得る。さらに、通信管理モジュール６１０は、間欠送信サイクルのスリープ間隔
中にセルと通信することを控え得、定期送信スケジュールに従って、および初期アクセス
プロシージャに少なくとも部分的に基づいて、スリープ間隔の後にセルへのデータの送信
を可能にし得る。
【００６７】
　[0082]送信機６１５は、ＵＥ１１５－ｅの他の構成要素から受信された信号を送信し得
る。いくつかの実施形態では、送信機６１５は、トランシーバモジュールにおいて受信機
６０５とコロケートされ（collocated）得る。送信機６１５は単一のアンテナを含み得る
か、またはそれは複数のアンテナを含み得る。いくつかの例では、送信機６１５は、定期
送信スケジュールに従って、および初期アクセスプロシージャに少なくとも部分的に基づ
いて、スリープ間隔の後にセルにデータを送信し得る。いくつかの例では、送信機６１５
は、第２の接続を使用してデータを再送信し得る。
【００６８】
　[0083]図７に、本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的に
スケジュールされたセッションのためのＵＥ１１５－ｆのブロック図７００を示す。ＵＥ
１１５－ｆは、図１～図６を参照しながら説明したＵＥ１１５の態様の一例であり得る。
ＵＥ１１５－ｆは、受信機６０５－ａと、通信管理モジュール６１０－ａと、送信機６１
５－ａとを含み得る。受信機６０５－ａ、通信管理モジュール６１０－ａ、および送信機
６１５－ａは、図６に関して上記で説明した受信機６０５、通信管理モジュール６１０、
および送信機６１５の例であり得る。ＵＥ１１５－ｆはプロセッサをも含み得る。これら
の構成要素の各々は、互いと通信していることがある。通信管理モジュール６１０－ａは
また、接続モジュール７０５と、スケジューリングモジュール７１０と、スリープモジュ
ール７１５とを含み得る。
【００６９】
　[0084]受信機６０５－ａは、通信管理モジュール６１０－ａに、およびＵＥ１１５－ｆ
の他の構成要素に受け渡され得る情報を受信し得る。通信管理モジュール６１０－ａは、
図６を参照しながら上記で説明した動作を実行し得る。送信機６１５－ａは、ＵＥ１１５
－ｆの他の構成要素から受信された信号を送信し得る。
【００７０】
　[0085]接続モジュール７０５は、図２～図５を参照しながら上記で説明したように、初
期アクセスプロシージャに基づいてセルとの接続を確立し得る。接続モジュール７０５は
また、肯定応答が受信されていないという決定に応答して、第２のアクセスプロシージャ
に基づいて第２の接続を確立し得る。
【００７１】
　[0086]スケジューリングモジュール７１０は、図２～図５を参照しながら上記で説明し
たように、接続を利用して、間欠送信サイクルと肯定応答スケジュールとを備える定期送
信スケジュールを構成し得る。いくつかの例では、定期送信スケジュールは、ＵＥ１１５
－ｆのＩＤとフレームインデックスとに基づいてＵＥ１１５－ｆに関連し得る。いくつか
の例では、ＩＤは、限られた時間の間ＵＥ１１５－ｆに割り当てられ得、限られた時間が
満了した後に別のＵＥ１１５によって再利用可能であり得る。
【００７２】
　[0087]スリープモジュール７１５は、図２～図５を参照しながら上記で説明したように
、間欠送信サイクルのスリープ間隔中にセルと通信することを控え得る。スリープモジュ
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ール７１５はまた、定期送信スケジュールおよび肯定応答に基づいて後続のスリープ間隔
中に低電力モードに入り得る。スリープモジュール７１５はまた、定期送信スケジュール
に基づいてセルとデータを交換することより前に高電力モードに入り得る。いくつかの例
では、セルと通信することを控えることは、ＲＡＣＨプロシージャをバイパスすることを
含む。いくつかの例では、セルと通信することを控えることは、セルからの制御チャネル
情報を復号することを控えることを含む。いくつかの例では、スリープ間隔は、セルの非
アクティビティタイマーよりも長いことがある。
【００７３】
　[0088]図８に、本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的に
スケジュールされたセッションのための通信管理モジュール６１０－ｂのブロック図８０
０を示す。通信管理モジュール６１０－ｂは、図６および図７を参照しながら説明した通
信管理モジュール６１０の態様の一例であり得る。通信管理モジュール６１０－ｂは、接
続モジュール７０５－ａと、スケジューリングモジュール７１０－ａと、スリープモジュ
ール７１５－ａとを含み得る。これらのモジュールの各々は、図７を参照しながら上記で
説明した機能を実行し得る。通信管理モジュール６１０－ｂはまた、ＡＣＫモジュール８
０５と、リソース割当てモジュール８１０とを含み得る。
【００７４】
　[0089]ＡＣＫモジュール８０５は、図２～図５を参照しながら上記で説明したように、
肯定応答スケジュールに基づいて、送信されたデータのための肯定応答を受信し得る。Ａ
ＣＫモジュール８０５はまた、図７に関して上記で説明したように、接続モジュール７０
５－ａがセルとの接続を再確立し得るように、肯定応答スケジュールに基づいて、送信さ
れたデータのための肯定応答が受信されていないと決定し得る。
【００７５】
　[0090]リソース割当てモジュール８１０は、図２～図５を参照しながら上記で説明した
ように、定期送信スケジュールが制御チャネルセグメントの半永続的割当てを含み得るよ
うに構成され得る。リソース割当てモジュール８１０はまた、半永続的割当てに基づいて
サービングセルからのリソース許可について制御チャネルを監視し得る。いくつかの例で
は、チャネルセグメントの半永続的割当ては、ＵＥ１１５のＩＤとフレームインデックス
とに基づき得る。
【００７６】
　[0091]図９に、本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的に
スケジュールされたセッションのために構成されたＵＥ１１５－ｇを含むシステム９００
の図を示す。システム９００は、図１～図８を参照しながら上記で説明したＵＥ１１５の
一例であり得る、ＵＥ１１５－ｇを含み得る。ＵＥ１１５－ｇは、図６～図８を参照しな
がら説明した通信管理モジュール６１０の一例であり得る、通信管理モジュール９１０を
含み得る。ＵＥ１１５－ｇはまた、以下で説明するように、ＭＴＣモジュール９２５を含
み得る。ＵＥ１１５－ｇは、通信を送信するための構成要素と通信を受信するための構成
要素とを含む、双方向音声およびデータ通信のための構成要素をも含み得る。たとえば、
ＵＥ１１５－ｇは、ＵＥ１１５（図示せず）または基地局１０５－ｃと双方向に通信し得
る。
【００７７】
　[0092]ＭＴＣモジュール９２５は、図２～図５を参照しながら上記で説明したように、
ＭＴＣプロシージャに基づいてネットワークとデータを交換し得る。たとえば、ＭＴＣモ
ジュール９２５は、送信シンボル時間を決定するために、開ループタイミング同期を使用
することによってＵＥ１１５－ｇと基地局１０５－ｃとの間の改善された通信を可能にし
得る。この例では、ＭＴＣモジュール９２５はまた、アップリンク送信における拡張サイ
クリックプレフィックス長の使用を可能にし得、非拡張サイクリックプレフィックス長は
、ダウンリンク送信とともに使用され得る。拡張アップリンクサイクリックプレフィック
スを使用することによって、異なるＵＥ１１５からのアップリンク信号は、アップリンク
サイクリックプレフィックスによってカバーされる時間ウィンドウ（たとえば、ＵＥ１１
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５と基地局１０５－ｃとの間の最大ラウンドトリップ遅延）内に、基地局１０５－ｃに到
着し得る。
【００７８】
　[0093]ＭＴＣプロシージャの他の例では、ＵＥ１１５－ｇは、ダウンリンクメッセージ
を復調するための直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）と、アップリンク変調のための
ガウシアン最小シフトキーイング（ＧＭＳＫ）とシングルキャリア周波数分割多元接続（
ＳＣ－ＦＤＭＡ）との組合せとを利用し得る。アップリンク変調プロセスは、Ｍ点離散フ
ーリエ変換（ＤＦＴ）を用いてシンボルベクトルを生成することと、周波数領域ガウシア
ンフィルタを用いてシンボルベクトルをフィルタ処理することと、逆ＤＦＴを利用してフ
ィルタ処理されたシンボルベクトルからサンプルベクトルを生成することと、ＧＭＳＫを
利用してサンプルベクトルを変調することとを含み得る。場合によっては、アップリンク
変調は、基地局から受信された狭帯域リソース割振りに基づき得る。
【００７９】
　[0094]ＭＴＣプロシージャの他の例では、ＵＥ１１５－ｇは、あらかじめＵＥに知られ
ており、ローカル領域中のセルのグループに共通の波形を使用して、セルと同期し得る。
ＵＥ１１５は、次いで、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）時間を決定し得る。
ＵＥ１１５－ｇは、ＰＢＣＨを受信し、セルのための物理レイヤＩＤとアップリンク送信
のための周波数とを決定するためにそれを使用し得る。ＰＢＣＨはまた、ＵＥ１１５－ｇ
がランダムアクセスプロシージャを実行することを可能にし得るチャネル構成を示し得る
。チャネル構成は、共有トラフィックチャネルの時間および周波数リソース構成を含み得
る。場合によっては、ＵＥ１１５－ｇは、制御チャネル送信のインデックスに基づいて、
データ送信のためのリソースを決定し得る。場合によっては、制御チャネル送信とデータ
チャネル送信との間の所定の遅延があり得る。その場合、ＵＥ１１５－ｇは遅延中に低電
力状態に入り得る。
【００８０】
　[0095]ＭＴＣプロシージャの他の例では、ＭＴＣモジュール９２５は、基地局１０５－
ｃによってＵＥ１１５－ｇに割り振られた時間または周波数リソースを識別するように構
成され得る。この例では、リソース割振りは、送信のためにスケジュールされたＰＲＡＣ
Ｈ信号のタイプおよびクラスに基づいて配分され得る。たとえば、ＭＴＣモジュール９２
５は、ＵＥ１１５－ｇが、定期的にスケジュールされたトラフィックを送信するためにリ
ソースの第１のサブセットを割り当てられ、オンデマンドトラフィックを送信するために
リソースの第２のサブセットを割り当てられると決定し得る。定期的にスケジュールされ
たトラフィックは、たとえば、所定の時間間隔（たとえば、２４時間間隔）で基地局に報
告されるセンサー測定値を含み得る。対照的に、オンデマンドトラフィックは、少なくと
も１つの報告トリガの検出（たとえば、ＵＥ１１５－ｇにおいて異常を検知すること）に
基づいて開始される、即席の送信を含み得る。
【００８１】
　[0096]ＭＴＣプロシージャの他の例では、ＭＴＣモジュール９２５は、後続の第２の通
信セッションのための電力およびタイミング制御情報を決定するために、基地局との第１
の通信セッションからの記憶された制御情報を使用することを可能にし得る。詳細には、
この例では、ＭＴＣモジュール９２５は、基地局１０５－ｃとの第１の通信セッションを
確立し、第１の通信セッション中に、ＵＥ１１５－ｇがアップリンク送信に関連する送信
信号シンボルタイミングまたは電力制御レベルを調整するのを助けるために、基地局１０
５－ｃから閉ループ制御情報を受信し得る。そのような事例では、ＭＴＣモジュール９２
５は、メモリ９１５に、第１の通信セッション中に閉ループ制御情報から導出された送信
電力およびシンボルタイミング情報を記憶することを可能にし得る。その後、ＭＴＣモジ
ュール９２５は、基地局１０５－ｃとの第２の通信セッションを確立するために送信信号
電力またはシンボルタイミングを決定するために、第１の通信セッションからの記憶され
た閉ループ制御情報を利用し得る。
【００８２】
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　[0097]ＵＥ１１５－ｇはまた、プロセッサモジュール９０５と、（ソフトウェア（ＳＷ
）９２０を含む）メモリ９１５と、トランシーバモジュール９３５と、１つまたは複数の
アンテナ９４０とを含み得、その各々は、（たとえば、バス９４５を介して）互いと直接
的または間接的に通信し得る。トランシーバモジュール９３５は、上記で説明したように
、（１つまたは複数の）アンテナ９４０および／あるいはワイヤードリンクまたはワイヤ
レスリンクを介して、１つまたは複数のネットワークと双方向に通信し得る。たとえば、
トランシーバモジュール９３５は、基地局１０５－ｃおよび／または別のＵＥ１１５と双
方向に通信し得る。トランシーバモジュール９３５は、パケットを変調し、変調されたパ
ケットを送信のために（１つまたは複数の）アンテナ９４０に与え、（１つまたは複数の
）アンテナ９４０から受信されたパケットを復調するためのモデムを含み得る。ＵＥ１１
５－ｇは単一のアンテナ９４０を含み得るが、ＵＥ１１５－ｇはまた、複数のワイヤレス
送信を同時に送信および／または受信することが可能な複数のアンテナ９４０を有し得る
。
【００８３】
　[0098]メモリ９１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読取り専用メモリ（
ＲＯＭ）を含み得る。メモリ９１５は、実行されたとき、プロセッサモジュール９０５に
本明細書で説明する様々な機能（たとえば、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的にス
ケジュールされたセッションなど）を実行させる命令を含むコンピュータ可読、コンピュ
ータ実行可能ソフトウェア／ファームウェアコード９２０を記憶し得る。代替的に、ソフ
トウェア／ファームウェアコード９２０は、プロセッサモジュール９０５によって直接的
に実行可能でないことがあるが、（たとえば、コンパイルされ、実行されたとき）コンピ
ュータに本明細書で説明する機能を実行させ得る。プロセッサモジュール９０５は、イン
テリジェントハードウェアデバイス（たとえば、ＡＲＭ（登録商標）ベースのプロセッサ
あるいはＩｎｔｅｌ（登録商標）ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎまたはＡＭＤ（登録商標）製の
ものなどの中央処理ユニット（ＣＰＵ））、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回
路（ＡＳＩＣ）などを含み得る。
【００８４】
　[0099]図１０に、本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的
にスケジュールされたセッションのための方法１０００を示すフローチャートを示す。方
法１０００の動作は、図１～図９を参照しながら説明したようにＵＥ１１５またはそれの
構成要素によって実装され得る。たとえば、方法１０００の動作は、図６～図１０を参照
しながら説明するように通信管理モジュール６１０によって実行され得る。いくつかの例
では、ＵＥ１１５は、以下で説明する機能を実行するようにＵＥ１１５の機能要素を制御
するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は、専用ハ
ードウェアを使用して、以下で説明する機能態様を実行し得る。
【００８５】
　[0100]ブロック１００５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、初期アクセスプロシージャに基づいて基地局との接続を確立する。いくつ
かの例では、ブロック１００５の動作は、図７を参照しながら上記で説明したように接続
モジュール７０５によって実行され得る。
【００８６】
　[0101]ブロック１０１０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、接続を利用して、間欠送信サイクルと肯定応答スケジュールとを備える定
期送信スケジュールを構成する。いくつかの例では、ブロック１０１０の動作は、図７を
参照しながら上記で説明したようにスケジューリングモジュール７１０によって実行され
得る。
【００８７】
　[0102]ブロック１０１５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、間欠送信サイクルのスリープ間隔中に基地局１０５と通信することを控え
る。いくつかの例では、ブロック１０１５の動作は、図７を参照しながら上記で説明した
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ようにスリープモジュール７１５によって実行され得る。
【００８８】
　[0103]ブロック１０２０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、定期送信スケジュールに従って、および初期アクセスプロシージャに少な
くとも部分的に基づいて、スリープ間隔の後に基地局１０５にデータを送信する。いくつ
かの例では、ブロック１０２０の動作は、図６を参照しながら上記で説明したように送信
機６１５によって実行され得る。
【００８９】
　[0104]図１１に、本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的
にスケジュールされたセッションのための方法１１００を示すフローチャートを示す。方
法１１００の動作は、図１～図９を参照しながら説明したようにＵＥ１１５またはそれの
構成要素によって実装され得る。たとえば、方法１１００の動作は、図６～図１０を参照
しながら説明したように通信管理モジュール６１０によって実行され得る。いくつかの例
では、ＵＥ１１５は、以下で説明する機能を実行するようにＵＥ１１５の機能要素を制御
するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は、専用ハ
ードウェアを使用して、以下で説明する機能態様を実行し得る。方法１１００はまた、図
１０の方法１０００の態様を組み込み得る。
【００９０】
　[0105]ブロック１１０５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、初期アクセスプロシージャに基づいて基地局１０５との接続を確立する。
いくつかの例では、ブロック１１０５の動作は、図７を参照しながら上記で説明したよう
に接続モジュール７０５によって実行され得る。
【００９１】
　[0106]ブロック１１１０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、接続を利用して、間欠送信サイクルと肯定応答スケジュールとを備える定
期送信スケジュールを構成する。いくつかの例では、ブロック１１１０の動作は、図７を
参照しながら上記で説明したようにスケジューリングモジュール７１０によって実行され
得る。
【００９２】
　[0107]ブロック１１１５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、間欠送信サイクルのスリープ間隔中に基地局１０５と通信することを控え
る。いくつかの例では、ブロック１１１５の動作は、図７を参照しながら上記で説明した
ようにスリープモジュール７１５によって実行され得る。
【００９３】
　[0108]ブロック１１２０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、定期送信スケジュールに従って、および初期アクセスプロシージャに少な
くとも部分的に基づいて、スリープ間隔の後に基地局１０５にデータを送信する（または
基地局１０５からデータを受信する）。いくつかの例では、ブロック１１２０の動作は、
図６を参照しながら上記で説明したように送信機６１５によって実行され得る。
【００９４】
　[0109]ブロック１１２５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、肯定応答スケジュールに基づいて、送信されたデータのための肯定応答を
受信する。いくつかの例では、ブロック１１２５の動作は、図８を参照しながら上記で説
明したようにＡＣＫモジュール８０５によって実行され得る。
【００９５】
　[0110]ブロック１１３０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、定期送信スケジュールおよび肯定応答に基づいて後続のスリープ間隔中に
低電力モードに入る。いくつかの例では、ブロック１１３０の動作は、図７を参照しなが
ら上記で説明したようにスリープモジュール７１５によって実行され得る。
【００９６】



(21) JP 6648124 B2 2020.2.14

10

20

30

40

50

　[0111]図１２に、本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的
にスケジュールされたセッションのための方法１２００を示すフローチャートを示す。方
法１２００の動作は、図１～図９を参照しながら説明したようにＵＥ１１５またはそれの
構成要素によって実装され得る。たとえば、方法１２００の動作は、図６～図１０を参照
しながら説明したように通信管理モジュール６１０によって実行され得る。いくつかの例
では、ＵＥ１１５は、以下で説明する機能を実行するようにＵＥ１１５の機能要素を制御
するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は、専用ハ
ードウェアを使用して、以下で説明する機能態様を実行し得る。方法１２００はまた、図
１０～図１１の方法１０００、および１１００の態様を組み込み得る。
【００９７】
　[0112]ブロック１２０５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、初期アクセスプロシージャに基づいて基地局１０５との接続を確立する。
いくつかの例では、ブロック１２０５の動作は、図７を参照しながら上記で説明したよう
に接続モジュール７０５によって実行され得る。
【００９８】
　[0113]ブロック１２１０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、接続を利用して、間欠送信サイクルと肯定応答スケジュールとを備える定
期送信スケジュールを構成する。いくつかの例では、ブロック１２１０の動作は、図７を
参照しながら上記で説明したようにスケジューリングモジュール７１０によって実行され
得る。
【００９９】
　[0114]ブロック１２１５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、間欠送信サイクルのスリープ間隔中に基地局１０５と通信することを控え
る。いくつかの例では、ブロック１２１５の動作は、図７を参照しながら上記で説明した
ようにスリープモジュール７１５によって実行され得る。
【０１００】
　[0115]ブロック１２２０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、定期送信スケジュールに従って、および初期アクセスプロシージャに少な
くとも部分的に基づいて、スリープ間隔の後に基地局１０５にデータを送信する（または
基地局１０５からデータを受信する）。いくつかの例では、ブロック１２２０の動作は、
図６を参照しながら上記で説明したように送信機６１５によって実行され得る。
【０１０１】
　[0116]ブロック１２２５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、肯定応答スケジュールに基づいて、送信されたデータのための肯定応答が
受信されていないと決定する。いくつかの例では、ブロック１２２５の動作は、図８を参
照しながら上記で説明したようにＡＣＫモジュール８０５によって実行され得る。
【０１０２】
　[0117]ブロック１２３０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、肯定応答が受信されていないという決定に応答して、第２のアクセスプロ
シージャに基づいて第２の接続を確立する。いくつかの例では、ブロック１２３０の動作
は、図７を参照しながら上記で説明したように接続モジュール７０５によって実行され得
る。
【０１０３】
　[0118]ブロック１２３５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、第２の接続を使用してデータを再送信する。いくつかの例では、ブロック
１２３５の動作は、図６を参照しながら上記で説明したように送信機６１５によって実行
され得る。
【０１０４】
　[0119]図１３に、本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的
にスケジュールされたセッションのための方法１３００を示すフローチャートを示す。方
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法１３００の動作は、図１～図９を参照しながら説明したようにＵＥ１１５またはそれの
構成要素によって実装され得る。たとえば、方法１３００の動作は、図６～図１０を参照
しながら説明したように通信管理モジュール６１０によって実行され得る。いくつかの例
では、ＵＥ１１５は、以下で説明する機能を実行するようにＵＥ１１５の機能要素を制御
するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は、専用ハ
ードウェアを使用して、以下で説明する機能態様を実行し得る。方法１３００はまた、図
１０～図１２の方法１０００、１１００、および１２００の態様を組み込み得る。
【０１０５】
　[0120]ブロック１３０５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、初期アクセスプロシージャに基づいて基地局１０５との接続を確立する。
いくつかの例では、ブロック１３０５の動作は、図７を参照しながら上記で説明したよう
に接続モジュール７０５によって実行され得る。
【０１０６】
　[0121]ブロック１３１０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、接続を利用して、間欠送信サイクルと肯定応答スケジュールとを備える定
期送信スケジュールを構成する。いくつかの例では、ブロック１３１０の動作は、図７を
参照しながら上記で説明したようにスケジューリングモジュール７１０によって実行され
得る。
【０１０７】
　[0122]ブロック１３１５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、間欠送信サイクルのスリープ間隔中に基地局１０５と通信することを控え
る。いくつかの実施形態では、基地局１０５と通信することを控えることは、図２～図５
を参照しながら上記で説明したように、ＲＡＣＨプロシージャをバイパスすることを備え
得る。いくつかの例では、ブロック１３２５の動作は、図７を参照しながら上記で説明し
たようにスリープモジュール７１５によって実行され得る。いくつかの例では、ブロック
１３１５の動作は、図７を参照しながら上記で説明したようにスリープモジュール７１５
によって実行され得る。
【０１０８】
　[0123]ブロック１３２０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、定期送信スケジュールに従って、および初期アクセスプロシージャに少な
くとも部分的に基づいて、スリープ間隔の後に基地局１０５にデータを送信する（または
基地局１０５からデータを受信する）。いくつかの例では、ブロック１３２０の動作は、
図６を参照しながら上記で説明したように送信機６１５によって実行され得る。
【０１０９】
　[0124]図１４に、本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的
にスケジュールされたセッションのための方法１４００を示すフローチャートを示す。方
法１４００の動作は、図１～図９を参照しながら説明したようにＵＥ１１５またはそれの
構成要素によって実装され得る。たとえば、方法１４００の動作は、図６～図１０を参照
しながら説明したように通信管理モジュール６１０によって実行され得る。いくつかの例
では、ＵＥ１１５は、以下で説明する機能を実行するようにＵＥ１１５の機能要素を制御
するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は、専用ハ
ードウェアを使用して、以下で説明する機能態様を実行し得る。方法１４００はまた、図
１０～図１３の方法１０００、１１００、１２００、および１３００の態様を組み込み得
る。
【０１１０】
　[0125]ブロック１４０５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、初期アクセスプロシージャに基づいて基地局１０５との接続を確立する。
いくつかの例では、ブロック１４０５の動作は、図７を参照しながら上記で説明したよう
に接続モジュール７０５によって実行され得る。
【０１１１】
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　[0126]ブロック１４１０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、接続を利用して、間欠送信サイクルと肯定応答スケジュールとを備える定
期送信スケジュールを構成する。いくつかの例では、ブロック１４１０の動作は、図７を
参照しながら上記で説明したようにスケジューリングモジュール７１０によって実行され
得る。
【０１１２】
　[0127]ブロック１４１５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、間欠送信サイクルのスリープ間隔中に基地局１０５と通信することを控え
る。いくつかの実施形態では、基地局１０５と通信することを控えることは、図２～図５
を参照しながら上記で説明したように、基地局１０５からの制御チャネル情報を復号する
ことを控えることを備え得る。いくつかの例では、ブロック１４２５の動作は、図７を参
照しながら上記で説明したようにスリープモジュール７１５によって実行され得る。いく
つかの例では、ブロック１４１５の動作は、図７を参照しながら上記で説明したようにス
リープモジュール７１５によって実行され得る。
【０１１３】
　[0128]ブロック１４２０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、定期送信スケジュールに従って、および初期アクセスプロシージャに少な
くとも部分的に基づいて、スリープ間隔の後に基地局にデータを送信する（または基地局
からデータを受信する）。いくつかの例では、ブロック１４２０の動作は、図６を参照し
ながら上記で説明したように送信機６１５によって実行され得る。
【０１１４】
　[0129]図１５に、本開示の様々な態様による、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的
にスケジュールされたセッションのための方法１５００を示すフローチャートを示す。方
法１５００の動作は、図１～図９を参照しながら説明したようにＵＥ１１５またはそれの
構成要素によって実装され得る。たとえば、方法１５００の動作は、図６～図１０を参照
しながら説明したように通信管理モジュール６１０によって実行され得る。いくつかの例
では、ＵＥ１１５は、以下で説明する機能を実行するようにＵＥ１１５の機能要素を制御
するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は、専用ハ
ードウェアを使用して、以下で説明する機能態様を実行し得る。方法１５００はまた、図
１０～図１４の方法１０００、１１００、１２００、１３００、および１４００の態様を
組み込み得る。
【０１１５】
　[0130]ブロック１５０５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、初期アクセスプロシージャに基づいて基地局１０５との接続を確立する。
いくつかの例では、ブロック１５０５の動作は、図７を参照しながら上記で説明したよう
に接続モジュール７０５によって実行され得る。
【０１１６】
　[0131]ブロック１５１０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、接続を利用して、間欠送信サイクルと肯定応答スケジュールとを備える定
期送信スケジュールを構成する。いくつかの実施形態では、定期送信スケジュールは、図
２～図５を参照しながら上記で説明したように、制御チャネルセグメントの半永続的割当
てを備え得る。いくつかの例では、ブロック１５２５の動作は、図８を参照しながら上記
で説明したようにリソース割当てモジュール８１０によって実行され得る。いくつかの例
では、ブロック１５１０の動作は、図７を参照しながら上記で説明したようにスケジュー
リングモジュール７１０によって実行され得る。
【０１１７】
　[0132]ブロック１５１５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、間欠送信サイクルのスリープ間隔中に基地局１０５と通信することを控え
る。いくつかの例では、ブロック１５１５の動作は、図７を参照しながら上記で説明した
ようにスリープモジュール７１５によって実行され得る。
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【０１１８】
　[0133]ブロック１５２０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、定期送信スケジュールに従って、および初期アクセスプロシージャに少な
くとも部分的に基づいて、スリープ間隔の後に基地局にデータを送信する（または基地局
からデータを受信する）。いくつかの例では、ブロック１５２０の動作は、図６を参照し
ながら上記で説明したように送信機６１５によって実行され得る。
【０１１９】
　[0134]ブロック１５３０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照しながら上記で説
明したように、半永続的割当てに基づいて基地局からのリソース許可について制御チャネ
ルを監視する。いくつかの例では、ブロック１５３０の動作は、図８を参照しながら上記
で説明したようにリソース割当てモジュール８１０によって実行され得る。
【０１２０】
　[0135]したがって、方法１０００、１１００、１２００、１３００、１４００、および
１５００は、セルラーＩｏＴシステムにおける定期的にスケジュールされたセッションを
与え得る。方法１０００、１１００、１２００、１３００、１４００、および１５００は
可能な実施形態を表すこと、ならびに動作およびステップは、他の実施形態が可能である
ように、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。いく
つかの例では、方法１０００、１１００、１２００、１３００、１４００、および１５０
０のうちの２つまたはそれ以上からの態様が組み合わせられ得る。
【０１２１】
　[0136]添付の図面に関して上記に記載した詳細な説明は、例示的な実施形態について説
明しており、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入るすべての実施形態を表すとは限
らない。この説明全体にわたって使用される「例示的」という用語は、「例、事例、また
は例示の働きをすること」を意味し、「好ましい」または「他の実施形態よりも有利な」
を意味しない。詳細な説明は、説明する技法の理解を与えるための具体的な詳細を含む。
ただし、これらの技法は、これらの具体的な詳細なしに実施され得る。いくつかの事例で
は、説明した実施形態の概念を不明瞭にすることを回避するために、よく知られている構
造およびデバイスはブロック図の形式で示されている。
【０１２２】
　[0137]情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得る
。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、信
号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界または磁性粒子、光
場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１２３】
　[0138]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的なブロックおよびモジュールは、
汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたは他のプ
ログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成
要素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合
せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが
、代替として、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントロ
ーラ、または状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ
（たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳ
Ｐコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構
成）としても実装され得る。
【０１２４】
　[0139]本明細書で説明する機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフ
トウェア、ファームウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。プロセッサによって
実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコード
としてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して
送信され得る。他の例および実施形態は、本開示の範囲内および添付の特許請求の範囲内
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に入る。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明した機能は、プロセッサによ
って実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、ま
たはこれらのうちのいずれかの組合せを使用して実装され得る。機能を実装する特徴はま
た、異なる物理ロケーションにおいて機能の部分が実装されるように分散されることを含
めて、様々な位置に物理的に配置され得る。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書で
使用される場合、項目の列挙（たとえば、「のうちの少なくとも１つ」あるいは「のうち
の１つまたは複数」などの句で終わる項目の列挙）中で使用される「または」は、たとえ
ば、［Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ］の列挙が、ＡまたはＢまたはＣまたは
ＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するよ
うな選言的列挙を示す。
【０１２５】
　[0140]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を可能にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両
方を含む。記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利
用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、Ｒ
ＯＭ、電気的消去可能プログラマブル読取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、
コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクスト
レージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望
のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コン
ピュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒
体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる
。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デ
ジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス
技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合
、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、
およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用する
ディスク（disk）およびディスク（disc）は、ＣＤ、レーザーディスク（登録商標）（di
sc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（
登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み
、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、
データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に
含まれる。
【０１２６】
　[0141]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することがで
きるように与えられたものである。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかとな
り、本明細書で定義した一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に
適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべ
きでなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられ
るべきである。
【０１２７】
　[0142]本明細書で説明した技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（
ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）
、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および他のシステムなど、
様々なワイヤレス通信システムのために使用され得る。「システム」および「ネットワー
ク」という用語は、しばしば互換的に使用される。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２００
０、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの無線技術を実装し得る。ＣＤＭ
Ａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ
－２０００リリース０およびＡは、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれ
る。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、
高速パケットデータ（ＨＲＰＤ：High Rate Packet Data）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは
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、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。ＴＤ
ＭＡシステムは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global Sys
tem for Mobile Communications）などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは
、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）、発展型ＵＴＲ
Ａ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））
、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓ
ｈ－ＯＦＤＭなどの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサ
ルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommu
nications system）の一部である。３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）お
よびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するユニバーサルモバイ
ルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ）の新しいリリースである。ＵＴＲＡ、
Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびモバイル通信用グローバルシステ
ム（ＧＳＭ）は、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ：3rd Generati
on P
artnership Project）と称する団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およ
びＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２：3rd Generati
on Partnership Project 2）と称する団体からの文書に記載されている。本明細書で説明
した技法は、上述のシステムおよび無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術のた
めに使用され得る。ただし、上記の説明では、例としてＬＴＥシステムについて説明し、
上記の説明の大部分においてＬＴＥ用語が使用されるが、本技法はＬＴＥ適用例以外に適
用可能である。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信の方法であって、
　初期アクセスプロシージャに基づいてセルとの接続を確立することと、
　前記接続を利用して、間欠送信サイクルと肯定応答スケジュールとを備える定期送信ス
ケジュールを構成することと、
　前記間欠送信サイクルのスリープ間隔中に前記セルと通信することを控えることと、
　前記定期送信スケジュールに従って、および前記初期アクセスプロシージャに少なくと
も部分的に基づいて、前記スリープ間隔の後に前記セルにデータを送信することとを備え
る、方法。
［Ｃ２］
　前記肯定応答スケジュールに基づいて前記送信されたデータのための肯定応答を受信す
ることと、
　前記定期送信スケジュールおよび前記肯定応答に基づいて後続のスリープ間隔中に低電
力モードに入ることとをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記定期送信スケジュールに基づいて前記セルとデータを交換することより前に高電力
モードに入ることをさらに備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記肯定応答スケジュールに基づいて、前記送信されたデータのための肯定応答が受信
されていないと決定することと、
　前記肯定応答が受信されていないという前記決定に応答して、第２のアクセスプロシー
ジャに基づいて第２の接続を確立することと、
　前記第２の接続を使用して前記データを再送信することとをさらに備える、Ｃ１に記載
の方法。
［Ｃ５］
　前記セルと通信することを控えることが、
　ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）プロシージャをバイパスすることを備える、Ｃ
１に記載の方法。
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［Ｃ６］
　前記セルと通信することを控えることが、
　前記セルからの制御チャネル情報を復号することを控えることを備える、Ｃ１に記載の
方法。
［Ｃ７］
　前記定期送信スケジュールが、制御チャネルセグメントの半永続的割当てを備える、Ｃ
１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記半永続的割当てに基づいて前記セルからのリソース許可について制御チャネルを監
視することをさらに備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］
　チャネルセグメントの前記半永続的割当てが、前記ＵＥの識別情報（ＩＤ）とフレーム
インデックスとに基づく、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記定期送信スケジュールが、前記ＵＥのＩＤとフレームインデックスとに基づいて前
記ＵＥに関連する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記ＩＤが、限られた時間の間前記ＵＥに割り当てられ、前記限られた時間が満了した
後に別のＵＥによって再利用可能である、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記スリープ間隔が、前記セルの非アクティビティタイマーよりも長い、Ｃ１に記載の
方法。
［Ｃ１３］
　マシンタイプ通信（ＭＴＣ）プロシージャに基づいてネットワークとデータを交換する
ことをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　初期アクセスプロシージャに基づいてセルとの接続を確立するための手段と、
　前記接続を利用して、間欠送信サイクルと肯定応答スケジュールとを備える定期送信ス
ケジュールを構成するための手段と、
　前記間欠送信サイクルのスリープ間隔中に前記セルと通信することを控えるための手段
と、
　前記定期送信スケジュールに従って、および前記初期アクセスプロシージャに少なくと
も部分的に基づいて、前記スリープ間隔の後に前記セルにデータを送信するための手段と
を備える、装置。
［Ｃ１５］
　前記肯定応答スケジュールに基づいて前記送信されたデータのための肯定応答を受信す
るための手段と、
　前記定期送信スケジュールおよび前記肯定応答に基づいて後続のスリープ間隔中に低電
力モードに入るための手段とをさらに備える、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記定期送信スケジュールに基づいて前記セルとデータを交換することより前に高電力
モードに入るための手段をさらに備える、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記肯定応答スケジュールに基づいて、前記送信されたデータのための肯定応答が受信
されていないと決定するための手段と、
　前記肯定応答が受信されていないという前記決定に応答して、第２のアクセスプロシー
ジャに基づいて第２の接続を確立するための手段と、
　前記第２の接続を使用して前記データを再送信するための手段とをさらに備える、Ｃ１
４に記載の装置。
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［Ｃ１８］
　前記セルと通信することを控えることが、
　ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）プロシージャをバイパスすることを備える、Ｃ
１４に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記セルと通信することを控えることが、
　前記セルからの制御チャネル情報を復号することを控えることを備える、Ｃ１４に記載
の装置。
［Ｃ２０］
　前記定期送信スケジュールが、制御チャネルセグメントの半永続的割当てを備える、Ｃ
１４に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記半永続的割当てに基づいて前記セルからのリソース許可について制御チャネルを監
視するための手段をさらに備える、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２２］
　チャネルセグメントの前記半永続的割当てが、前記ＵＥの識別情報（ＩＤ）とフレーム
インデックスとに基づく、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記定期送信スケジュールが、前記ＵＥのＩＤとフレームインデックスとに基づいて前
記ＵＥに関連する、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記ＩＤが、限られた時間の間前記ＵＥに割り当てられ、前記限られた時間が満了した
後に別のＵＥによって再利用可能である、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記スリープ間隔が、前記セルの非アクティビティタイマーよりも長い、Ｃ１４に記載
の装置。
［Ｃ２６］
　マシンタイプ通信（ＭＴＣ）プロシージャに基づいてネットワークとデータを交換する
ための手段をさらに備える、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ２７］
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、ここにおいて、前記命令が、
　　初期アクセスプロシージャに基づいてセルとの接続を確立することと、
　　前記接続を利用して、間欠送信サイクルと肯定応答スケジュールとを備える定期送信
スケジュールを構成することと、
　　前記間欠送信サイクルのスリープ間隔中に前記セルと通信することを控えることと、
　　前記定期送信スケジュールに従って、および前記初期アクセスプロシージャに少なく
とも部分的に基づいて、前記スリープ間隔の後に前記セルにデータを送信することとを行
うために前記プロセッサによって実行可能である、装置。
［Ｃ２８］
　前記命令が、
　前記肯定応答スケジュールに基づいて前記送信されたデータのための肯定応答を受信す
ることと、
　前記定期送信スケジュールおよび前記肯定応答に基づいて後続のスリープ間隔中に低電
力モードに入ることとを行うために前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ２７に記
載の装置。
［Ｃ２９］
　前記命令が、
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　前記肯定応答スケジュールに基づいて、前記送信されたデータのための肯定応答が受信
されていないと決定することと、
　前記肯定応答が受信されていないという前記決定に応答して、第２のアクセスプロシー
ジャに基づいて第２の接続を確立することと、
　前記第２の接続を使用して前記データを再送信することとを行うために前記プロセッサ
によって実行可能である、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ３０］
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピ
ュータ可読媒体であって、前記コードが、
　初期アクセスプロシージャに基づいてセルとの接続を確立することと、
　前記接続を利用して、間欠送信サイクルと肯定応答スケジュールとを備える定期送信ス
ケジュールを構成することと、
　前記間欠送信サイクルのスリープ間隔中に前記セルと通信することを控えることと、
　前記定期送信スケジュールに従って、および前記初期アクセスプロシージャに少なくと
も部分的に基づいて、前記スリープ間隔の後に前記セルにデータを送信することとを行う
ために実行可能な命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。

【図１】 【図２】
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